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修士論文題目
中規模病院と大規模病院の看護管理者のコンビテンシーの比較とその影
響要因の検討

【目的】
中規模病院と大規模病院における看護管理者のコンをテンシーと影響要因を比較する

【方法】
全国200床以上299床の中規模病院316施設と500床以上の大規模病院244施設のうち、同
意の得られた施設の看護管理者504名に調査票を配布した。回収は郵送法とし、回答の郵送をも
って同意を得たこととした。

調査内容：基本属性と「看護管理者のコンビテンシー評価尺度j（本村，2013）を使用して構成
した。
ヂ←タ分析：基本属性は、記述統計を算出した。看護管理者コンビテンシー評価尺度の得点を、
大規模病院と中規模病院を比較した。又、尺度の合計点の中央値を高得点群と低得点群の2群に

分け、各変数間の関連をみるた糾こクロス集計を行い、離散畳はx，検定、連続量は

M盆nn・W肋野のU検定を行った。尺度全体の合計点および下位項目園子はMann－WhtneyのU
検定を用いて属性による差を分析した。病院規模別に分類した変数を従属変数とし、独立変数に

は属性に関する変数の中から、交絡因子、多重共線性を検討し、ロジスティック回帰分析を痺っ
た。看護管理者のコンビテンシーへの影響要因については、看護管理者コンビテンシー合計点の

高得点群、低得点群に分類した値の変数を従属変数として、ロジスティック回帰分析を行った。
データの分析には、統計解析パッケージソフトSPSS22．0を使用した。

【結果】l．
調査票の回収数は、中規模病院199名、大規模病院1地名の計361名（回収率72％）、最終有効
回答の中規模病院191名、大規模病院158名の計349名（有効回答率69％）を分析の対象とし
た。中規模病院と大規模病院とでは、看護管理者コンビテンシー評価尺度の合計点に有意な関連
はなかった。また、病院の規模が看護管理者コンビテンシーに与える影響においても有意な関連
はなかった。看護管理者のコンビテンシー尺度の合計点の中央値をもとに高低群に分類し、それ

ぞれの規模で、属性との関連を比較したら、中規模病院では、看護師経験年数、看護管理者教育、
結婚、子供、昇進の規定、結婚、大規模病院では、看護師ラダーで有意な関連を示した。

【考察】
看護管理者のコンビテンシーに関する教育・支援を行うことで、看護管理者のコンビテンシー
が向上する可能性が考えられる。看護管理者のコンビテンシーを向上するために、中規模病院で

は、看護管理者は、セカンドレベル以上の管理者研修受講の機会や参加を促し、自施設での昇進
の規定を設定すること、また、育児とも両立できるようライフ・ワーク・バランスを整え、看護

師経験を重ねることが必要で、その結果、コンビテンシーに影響を与え、人材育成に活かせるこ
とで、質の高い看護が提供できると考える。

【総括】
本研究では、看護管理者のコンビテンシーに規模別では差がないことが分かった。コンビテンシ
ー評価を行うことで看護管理者の行動特性を明らかにし、看護管理者にとって効率的な人材育成
や能力開発につなげることができるのではないかと考える。
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